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公益社団法人宮代町シルバー人材センター 



基本理念 

自主 

センターを私たちのものとして考えます 

自立 

センターを私たちの力で育てます 

共働 

私たち会員は共に仲良く働きます 

共助 

私たち会員は互いに助け合います 

 



令和 5 年度（2023 年）６月定時総会次第 
日時：令和 5 年６月２２日（木） 

                            午後１時３０分      
会場：宮代町立図書館 ホール  

 
 

１．開 会 の こ と ば 

２．理 事 長 挨 拶 

３．功 労 者 表 彰 

４．資 格 審 査 報 告 

５．議 長 選 出 

６．議 事 

議案第１号 令和４年度貸借対照表及び正味財産増減計算書、

財産目録の承認について 

監査報告 

議案第２号 役員の承認について 

７．報 告 事 項 

報告第１号 令和４年度事業報告書について 

報告第２号 令和５年度事業計画書及び収支予算書について 

８．閉 会 の こ と ば 

 9. フレイル講習 
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令和 5 年度６月定時総会 議案書 目次 
 

 

１．功労者表彰 

被表彰者名簿  

２．議案 

議案第 1 号 令和 4 年度貸借対照表及び正味財産増減計算書、 
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監査報告書 

議案第 2 号 役員の承認につい て 

３．報告事項 

報告第１号 令和 4 年度事業報告書について 

報告第２号 令和 5 年度事業計画書及び収支予算書について 

…………………………………………………………………… 3 

…………………………… 4 

………………………………………………… 17 

………………………………… 18 

………………… 21 

……………… 28 

…………………………………………………………………………… 20 
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令和５年度 功労者表彰 
 

表彰基準に基づき下記の者を表彰する 

 

番号 地域班 会員番号 氏 名 入会日 

１ 第１０班 ５３０ 出井 政子 平成 24 年 09 月 25 日 

２ 第 ８班 ５３６     岡安 よしゑ 平成 25 年 01 月 17 日 

３ 第１３班 ５３８ 秀間 君子 平成 25 年 02 月 21 日 

以上 ３名 

 

 

参考条文 
（表彰基準）  
第４ （２）会員表彰は入会以来１０年以上で、センターの発展に尽力した会員 
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議案第 1 号 

 

令和４年度公益社団法人宮代町シルバー人材センター貸借対照

表、正味財産増減計算書、財産目録の承認について 

 

令和４年度公益社団法人宮代町シルバー人材センター貸借対照表、正

味財産増減計算書、財産目録を別紙のとおり作成したので総会の議決を

求めます。 

 

令和５年６月２２日 

公益社団法人宮代町シルバー人材センター 

理 事 長  真砂  佳典   

 

提案理由 

公益社団法人宮代町シルバー人材センター定款第４３条第２項の規定

により承認を得るため提案するものです。 
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議案第 2 号 

 

補充役員の承認について 

 

令和５年度第１回理事会にて補充役員の候補者を推薦しましたので、

総会での承認を求めます。なお、補充役員の任期は定款第 26 条の規定に

より令和６年度総会までとなります。 

 

令和５年６月２２日 

  

公益社団法人宮代町シルバー人材センター 

理 事 長  真砂  佳典   

 

提案理由 

公益社団法人宮代町シルバー人材センター定款第２３条及び２６条４

の規定により承認を得るため提案するものです。 
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令和５年度補充役員候補者推薦状況 

 

令和５年度 第１回理事会にて補充役員候補者として推薦 

 

役職名 氏名 選出母体 

理 事 玉川 加寿子 会員（事務局推薦） 

理 事    水野 正男 会員（事務局推薦） 

理 事        大友 剛 会員（事務局推薦） 

 

以上、３名を役員として承認を求めます。 
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報告事項 
 

 

報告第１号 
  

令和４年度事業報告 ………………………………………………………… 21 

報告第２号 
  

令和５年度事業計画 ………………………………………………………… 28 
     参考資料 ………………………………………………………… 38 
令和５年度収支予算書 ………………………………………………………… 41 
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令和 4 年度（2022 年）事業報告 
（令和 4 年４月 1 日から令和 5 年３月３１日まで） 

 

１. 概要 

新型コロナは７波、８波と拡大し、オミクロン株の感染拡大から感染者数死者とも最大
規模となりました。また、円安の進行による輸入物価の高騰から空前の消費者物価を招く
結果となり厳しい経済情勢が続いた年となりました。 

 
令和４年度は、年度はじめから事務局長不在と言う異常な状態が続きました。６月から

の新事務局長の就任後も安定には至らず、10 月に一般公募による新たな事務局長を迎える
こととし、11 月より新たに事務局長を選任しました。この混乱もあり年度計画の実行は大
幅に遅れる結果になりました。 

 
令和５年度から導入される「インボイス制度」について宮代町との協議を重ね、関連す

る組織への事務費増額の要請を行いました。 
 
厳しい状況ですが、今年度の事業実績は、総額１１２,９５５千円（配分金８９,１５５千

円、材料費１４,８９３千円、事務費８,９０８千円）で、前年と比較して、１,８５４千円の
減少、増加率は▲１.６％となり、中長期計画の目標達成率は８４.６％でした。また、就業
率は７０.８％でした。 

派遣事業は、総額５,４６５千円で、前年の６８.０％でした。これは東武ストアが年度途
中から終了した影響です。 

令和３年度に宮代町に行った補助金増額申請が認められ、令和４年度は町と国で総額２
０４万円の増額となりました。 

２. 事業実施状況 

令和元年度に策定した中・長期計画に基づき、令和４年度は次の活動を計画しました。 

① 仲間づくり（会員拡大、女性会員の確保、ボランティア活動の充実） 
② 地域に根差した仕事作り（請負事業の拡大、派遣事業の充実） 
③ 健康と生きがい（安全適正就業の推進、健康管理、会員交流） 
④ 運営基盤の強化（組織運営の充実、財政基盤の確立、事務局の強化） 
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⑤ コンプライアンスの遵守 

以上５点を目標としましたが、事務局の不安定な状況が長期化しことから充分な活動は
行えませんでした。 

 

① 仲間作り（会員拡大、女性会員の確保、ボランティア活動の充実） 

1. 会員の拡大に向け、「広報みやしろ」によるシルバー人材センターの案内記事を活用す
ることで、毎月の入会説明会を開催により会員数の増加に寄与しました。 

2. 東武動物公園の草取り作業の増員要請に対して、「広報みやしろ」に女性向け記事を掲
載し成果を上げました。 

3. 女性会員の拡大は重要課題であり今後とも継続させる必要があります。 
4. 毎年恒例の「３駅クリーン作戦」はコロナ禍でも継続して取り組みました。今年度は３

駅で合計６６名の過去最高の参加者でした。 

② 地域に根差した仕事作り（請負事業の拡大、派遣事業の充実） 

1. 宮代町と連携し地域の事業者への働きかけを行いました。短期的成果には繋がりませ
んでしたが継続的な働きかけを行います。 

2. 新事業の拡大に向け、町やいきいき埼玉との協議や、組織内部での継続的討議から今
後の見通しを立て来ました。 

3. 派遣事業は東武ストアーの終了による影響を受けましたが、公共・企業からの「派遣事
業」への要望もあり検討を進めています。また、請負事業の内、派遣事業への切替えに
よる合理化も検討の要素となっています。 

③ 健康と生きがい（安全適正就業の推進、健康管理、会員交流） 

1. 「安全就業」については前年度から継続討議を行ってきた「安全就業基準」（「安全のし
おり」）を１１月に全会員に検討案として配布し意見を求めました。特に異論がなかっ
たことから次年度（令和５年度）より運用を開始することとしました。 

2. 就業中の重篤事故の防止は最優先と考え、全シ協の事故データを活用した「安全だよ
り」の発行を行い、安全就業への啓発活動としました。 
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3. 安全就業と平行し、会員の健康管理を重点取り組みとして、「フレイル講習」に理事・
職員４名で参加しました。前項の「安全だより」にもフレイル予防の特集記事を掲載し
ました。 

4. 適正就業については上部団体の指摘もあり組織討議を進めました。次年度（令和５年
度）の活動につなげました。 

5. 長引くコロナ禍から会員活動の停滞が続き、コロナ前の「バス旅行」「シルバー祭り」
等はほぼ全てが中止となりました。令和５年度を「コロナ禍からの回復」と捉え、コロ
ナ前の活動に戻すべく準備をしました。 

④ 運営の強化（組織運営の充実、財政基盤の確立、事務局の強化） 

1. 令和４年度は役員改選の年であり、６月以降の新理事会の安定に向け協議を重ねまし
た。中でも「中・長期計画」策定後に一度も開催されなかった「実行委員会」の開催と、
各専門部会の目的の一致を計るべく協議を重ねました。 

2. 「中・長期計画実行委員会」は理事会全員をメンバーとし、今年 2 月に漸く開催し、
計画案の骨格と宮代町シルバー人材センターの置かれている客観情勢に関し認識の一
致を計りました。次年度より定期開催の計画を作成しました。 

3. インボイス制度の導入はシルバー人材センターにとって基本的運用変更が迫られる制
度変更です。当センターは上部団体の方針に沿って消費税相当額及び事務運営の補強
を目的に事務費の増額を宮代町との折衝により実現しました。 

4. 今年度当初からの事務局長の不在と、６月の就任した事務局長の退任、11 月からの新
事務局長の一般からの採用と混乱の続いた年度となりました。引き続き事務局の強化
は課題です。 

⑤ コンプライアンスの遵守 

1. 「中・長期計画」と同様、平成 30 年（2018 年）の「コンプライアンス委員会設置要
綱」、令和 2 年度（2020 年）の「コンプライアンス管理規定」の設置以降、長期間委員
会の開催がない状態が続きました。 

2. 今年度の 12 月に漸く「コンプライアンス委員会」を開催し、状況認識の一致を計り次
年度の定期開催を確定させました。 

3. 遵守項目洗い出しと、事務局員・会員へ徹底と啓発活動など今後の課題となります。 
 

 ※「コンプライアンス」（法令遵守）とは法令違反による組織的危機の回避と社会から信
頼される組織作りを目的とした用語です。 
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３. 令和４年度年間活動実績 

時期 活動内容 

2022 年 
令和４年４月 

安全就業委員会 
臨時理事会（事務局長選任に関して） 
入会説明会 
「シルバー通信」４６号発行 

令和 4 年 5 月 

安全就業委員会 
入会説明会 
広報部会 
監査会 
第一回理事会 
 事務局長・常務理事候補者の承認 
 永年功労者表彰の決定 
 令和３年度事業報告の承認 
 令和３年度決算賞の承認 
 監事に監査報告 
 退職金規程の承認 
 「安全のしおり」の承認 
 入会会員の承認 
シルバー通信編集委員会 

令和 4 年６月 

安全就業委員会 
入会説明会 
シルバー通信編集委員会 
総務部会 
令和４年度総会 

永年功労者表彰の表彰 
 令和３年度事業報告の承認 
 令和３年度決算賞の承認 
 監事に監査報告 
 令和４年度事業計画及び予算案の報告 
 新理事の承認と互選会議の報告 
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令和 4 年 7 月 

安全適正就業委員会 
新井町長との面談 
役員検討会議 
入会説明会 
広報部会 
東部地区事務局長会議 
第二回理事会 
 補正予算の承認 
 専門部会の諸委任 
 役員の利益相反取引 
 中・長期計画の推進に関する協議 
 熱中症対策の協議 
 入会会員の承認 
 インボイス制度に関する報告 
シルバー通信編集委員会 
「安全だより」No１発行 

令和 4 年８月 

安全適正就業委員会 
入会説明会 
フレイル講習 
シルバー通信発行４７号発行 

令和 4 年９月 

安全適正就業委員会 
健康介護課との打合せ 
入会説明会 
フレイル講習 
広報部会 
第三回理事会 
 最低賃金の改定と配分金検討委員会の設置 
 事務費規定の変更 
 入会会員の承認 
 安全就業基準「安全のしおり」 
 熱中症対策 
シルバー通信編集委員会 
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令和 4 年１０月 

安全適正就業委員会 
配分金改定委員会 
入会説明会 
健康介護課・関連団体との委託費折衝 
適正就業担当者会議 
連合事務局長会議 
シルバー通信４８号発行 
干し柿事業の開始 
シルバー通信編集委員会 

令和 4 年１1 月 

安全適正就業委員会 
新理事長研修 
広報部会 
いきいき埼玉 会計監査 
総務部会 
第四回理事会 
 配分金単価の改定 
 事務費の改定 

入会会員の承認 
 事務局長の選任 
 中・長期計画実行委員会の開催 
 コンプライアンス委員会の開催 

代表理事及び業務執行理事の報告 
「安全のしおり（検討版）」の配布 
シルバー通信編集委員会 
「安全だより」No2 発行 

令和 4 年１2 月 

安全適正就業委員会 
入会説明会 
東部地区事務局長会議 
コンプライアンス委員会 
シルバー通信編集委員会 

－26－



 

 

2023 年 
令和 5 年１月 

新井町長面談 
安全適正就業委員会 
入会説明会 
地域班会議 
広報部会 
総務部会 
代表理事研修 
第五回理事会 
 令和５年度活動計画骨子 
 入会会員の承認 
 中・長期計画事項委員会日程 
 いきいき埼玉「会計監査及び実務指導」 
シルバー通信４９号発行 

令和 5 年 2 月 

安全適正就業委員会 
地域班会議 
入会説明会 
期中監査 
「３駅クリーン作戦」 
中・長期計画実行委員会 
シルバー通信編集委員会 

令和 5 年 3 月 

安全適正就業委員会 
入会説明会 
シルバー通信編集委員会 
総務部会 
広報部会 
第六回理事会 
 入会会員の承認 
 令和５年度事業改革及び予算案の承認 
 代表理事及び業務執行理事の報告 

いきいき埼玉「監査・改善報告」 
 役員賠償責任保管の加入 
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令和 5 年度事業計画書 
（令和 5 年４月 1 日から令和６年３月３１日まで） 

１. はじめに 

新型コロナは７波、８波と拡大し、1 月時点の死者数は一ヶ月８千名強の状況にありましが、世
界・日本政府の動向は「コロナから日常への回帰」であり、行動規制は行われず感染症法の 2 類か
ら 5 類への変更が確定しています。宮代町シルバー人材センター（以下当センター）に於いても感
染対策に留意しつつ「日常の回復」を目指します。 

 
年度初め一時 32 年ぶりの１ドル 150 円となり輸入物価の高騰から空前の消費者物価の上昇を招

く結果となりました。令和５年度も回復の兆しはなく厳しい経済情勢が予想されます。 
 
令和４年度は、年度はじめから事務局長不在と言う異常な状態が続きました。６月からの新事務

局長の就任後も安定には至らず、10 月に一般公募による新たな事務局長を迎えることとし、11 月
より新事務局長を選任しました。この混乱もあり年度計画の実行は大幅に遅れる結果になりました。 

 
当セン夕一では、令和元年度（2021 年）に策定した「中・長期計画（2020 年～2024 年）」の 3

年目ですが、令和５年度の計画に挙げられていた事業計画を見直し、コロナ禍での新たな目標を設
定し事業を進めます。 

 
同計画の目標は、粗入会率 1.9%、会員数 242 名、契約金額 137,940 千円としていましたが、令

和５年度は粗入会率 1.5%、会員数 200 名、契約金額 117,734 千円を目標とします。 
 
当センターの独自事業である「干し柿事業」は令和５年度で８年目を迎えます。活動の継続と共

に、今後の事業展開について見通しを立てる時期にあります。 

２. 基本方針 

1975 年の高齢者事業団の発足から既に 48 年が経過しています。当時の定年 55 歳から現在の 65
歳へと変わり、団塊の世代が 75 歳となる「2025 年問題」も直前となっています。 

 
65 歳以上の退職後の労働人口も 2005 年に対し 300 万人増加していますが、同年代のシルバー人

材センターでの就業率は下降傾向にあり、全国シルバー人材センターの会員数もピークの 79 万人
から令和３年度末では 68 万人まで減少しました。 
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就労意欲のある高齢者の受け皿となり、生きがいの充実及び福祉の増進を図り、高齢者の知識、

経験及び能力等を生かした活力ある地域社会づくりに寄与する従来の立場は継続されますが、新た
な展開が必要な時期にあります。 

 
令和２年度（2020 年）からスターとした「中・長期計画（2020 年～2024 年）」ですが、2023 年

2 月に漸く「第一回 中・長期計画実行委員会」を開催しました。令和５年度（2023 年）は定期開
催により次の時代に向け討議を加速します。（要約すると以下の 8 点が重点課題です） 

 

(1)   組織の拡大（女性会員の拡大、仲間づくり） 

(2)   高齢化対策（60 歳代を対象にした広報活動） 

(3)   事業の拡大（女性が働き易い事業拡大、行政関連の事業拡大、地域に根ざした仕    

 事づくり） 

(4)   安全就業の徹底（「安全のしおり」の定着） 

(5)   適正就業の徹底（就労基準の明確化） 

(6)  健康管理の徹底（「フレイル対策」と生きがい作り、健康管理と生きがい） 

(7)   運営基盤の強化（事務局機能の強化とセンター機能の改善） 

(8)   法令遵守（コンプライアンスの遵守）の徹底（委員会の定期開催） 

３. 活動計画 

(1) 組織の拡大（女性会員の拡大、仲間づくり） 

① 女性会員の拡大を目指します。 

 全国平均の女性会員比率は 34.0％ですが、当センターの女性会員は 28.2％に過ぎません。
入会説明会でも「女性が少ない」「女性に向いた仕事が少ない」との指摘を受けています。
女性をターゲットに拡大が必要で、また女性に向いた仕事の開拓も必要です。 

② 女性理事の新たな選任 

3 月時点での理事は 9 名で、女性理事は一人もいません。女性が活躍し易い環境の整備
には女性理事の選任が必要です。地域、職域、年齢を超えて適性のある女性会員の理事会
への参加を働きかけます。 

③ 広報活動の拡大 
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「広報みやしろ」への定期掲載は３年目に入ります。毎月第二火曜日の入会説明会には、
「広報みやしろ」を観た、と言う方が多くいます。今後とも町には紙面の拡大や掲載月の
拡大を働きかけて行きます。 

④ 普及活動 

また、独自にチラシ、「シルバー通信」の全戸配布や、会員による近隣住民への呼びかけ
によりシルバー人材センターの幅広い普及活動を進めます。 

⑤ ホームページの充実 

退職前後の世代を対象にホームページの充実を計ります。シルバー人材センターが「第
二の人生」の選択肢にしてもらえるよう内容を充実させます。 

⑥ ボランティア活動 

５年継続した「３駅クリーン作戦」は今後とも継続します。 

(2) 高齢化対策（60 歳代を対象にした広報活動） 

① 「会員の高齢化」は深刻な状況  （）内は全国平均 

当センターの年代別比率は 80 歳代 24.3％（15.3％）、70 歳代 59.7％（63.7％）、60 歳代
15.5％（21.1％）と高齢化比率が全国平均を大きく上回り、「次を支える」60 歳代が低い状
況です。一般的に 80 歳は一つの壁で、この壁を境にシルバーを離れる会員が増加します。
この傾向が変わらなければ数年後には極めて厳しい状況が懸念されます。 

② 60 歳代を対象にした広報活動を行います。 

当センターでは一年で平均年齢 0.5 歳増加しています。男性の平均年齢は 76.1 歳、女性
で 75.4 歳です。（当年 1 月時点）これは全国平均より 2 歳近く高い状態です。 

定年直後の 60 歳代を対象とした広報活動と、事務系出身者が就労し易い事業の開拓が
必要です。 

③ 80 歳代でも働ける環境作り 

高齢期でも継続可能な軽作業への移行が可能な体制も課題です 

④ 配分金の適正化 

現役世代と比較し初心者や高齢期での能率差を同一配分での運用には無理があります。
長年の課題ですが討議を前に進める時期にあります。 
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⑤ 「仕事」から後継者育成へのポジション変更 

技能熟練者は高齢期には後継者育成の道が選択可能なシステムの検討が必要です 

(3) 事業の拡大（女性が働き易い事業拡大、行政関連の事業拡大、 

                     地域に根ざした仕事づくり） 

① 「行政」比率の向上を目指します。（）内は全国平均 

当センターの「公共」「一般企業」「個人」の発注者比率は、「公共」19.8％（34.5％）「一
般企業」31.4％（47.3％）「個人」31.4％（17.3％）と、目立って「公共」の比率が低い状
態です。実態調査を急ぎ宮代町との話し合いにより「行政比率の向上」を目指します。 

② バランスの取れた「仕事」（職業分類）を目指します 

当センターの「職業分類」では、「屋内外清掃作業・除草・カート整理」・「植木剪定」な
ど主に屋外作業の比率が 80.2％で、全国平均の 61.7％を大きく上回ります。 

一般に「サービス分類」とされる「施設管理、福祉、家事支援、広報紙配布、事務作業」
などが、全事業に対する比率では全国平均の 27.2％ですが、当センターは 18.1％に過ぎま
せん。今後の事業拡大にはこの「サービス分類」の事業拡大を目標とします。 

この事はホワイトカラー出身者や、女性の働き易い職種の確保にもつながります。 

③ 独自事業 

当センターが平成 28 年（2016 年）より開始した「干し柿事業」は今年度で８年目を迎
えます。事業の継続的発展と、今後の展開について討議が必要な時期です。 

「ワンコインサービス」など新たな事業についても検討します。 

④ 派遣事業の推進 

派遣事業は、平成 29 年（2017 年）から開始し全事業に対しては 5％程度で推移していま
す。公共・一般企業からは「派遣」を求める声もあり、「請負」「派遣」のそれぞれの特徴を
生かし多様な就労と事業の拡大を目指します。 

(4) 安全就業の徹底（「安全のしおり」の定着） 

① 安全就業の徹底が急務です。 

今年度より「安全のしおり」（安全就業基準）が当センターの安全就業の基準になります。
全国シルバー人材センターでは、年間死亡事故は 30 名前後発生しています。現在まで当セ
ンターでの死亡事故はありませんが、何時起きても不思議ではありません。 
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高所作業時のヘルメット未着用やチェーンソーの無資格者対策は緊急性があります。全
国の重篤事故の多くは、高所作業による落下とチェーンソーが関与しています。 

② 刈払機による飛び石対策も急務です 

損害事故の７割は「刈払機による飛び石」です。これは当センターも全国シルバーの同
様の傾向です。防石ネットの使用やナイロンコードの使用制限など対策は急務です。 

(5) 適正就業の徹底（就労基準の明確化） 

① 適正就業の徹底を計ります。 

シルバー人材センターで働く会員の大半は「個人事業主」です。シルバー人材センタ－
とは雇用関係はありません。労働基準法等の補償はありませんので「偽装請負」など不適
切な就労にならない「就労基準」の明確化を急ぎます。 

② シルバー人材センターの仕組みを共有します 

発注者・事務局・会員の約束事と、「請負事業」に適した契約のあり方を再確認します。 

(6) 健康管理の徹底（「フレイル対策」と生きがい作り、健康管理と生きがい） 

① 高齢化に伴う事故対策 

全シ協（全国連合会）の分析では、重篤事故の発生頻度は「男性＋入会 10 年以上＋75 歳
以上＋技能職」が高いとの報告があります。「不慣れによる事故」よりも「ベテランによる
事故」が多くとの結果は深刻に受け止める必要があります。この傾向は「フレイル」（健康
と要介護の中間的状態）との関連が疑われています。 

② 会員の健康管理を目的に「フレイル対策」を進めます。 

会員が自らの健康状態が自己把握できるよう「フレイル体力測定」を行い、健康の維持
と就業中の事故を未然に防ぐ活動を行います。 

③ 「収入」ではなく「集う」楽しさ 

閉鎖店舗や空き家を安価で賃貸し、軽食の提供や会員が集える「憩いの場」なども検討
課題です。 

(7) 運営基盤の強化（事務局機能の強化とセンター機能の改善） 

① 事務局機能の向上をはかります 
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安全就業・適正就業・フレイル対策・広報活動・ホームページの更新・ボランティア活
動等の重要活動は全て理事による「専門部会」で支えられています。しかしこの状態では、
活動の継続性・一貫性の確保が難しく限界があります。 

事務局機能を強化し、必要な機能を事務局内に定義します。また事務局機能の補完とし
て能力ある会員を有償で活用します。 

② 事務局員の処遇改善を図りモチベーションの向上 

最低賃金の上昇に伴い職員賃金の改定が必要となります。また会員と職員が目的を一つ
に互いを尊重し合い当センターを一体として運営することが求められます。 

③ 組織運営上の規約・規定類の見直し 

専門委員会、職群班、地域班の規定等を見直し、運営の分かり易さを目指します。 

④ 入会年代別にシルバー人材センターを再認識する研修会企画が必要です 

⑤ 現在のアリーナには限界があり、新たな拠点センターの模索が必要となります 

町との協議により将来を見通し持続可能な新たなセンターを検討します。 

(8) 法令遵守（コンプライアンスの遵守）の徹底（委員会の定期開催） 

① 法令遵守（コンプライアンス）委員会を定期開催します 

令和２年（2020 年）４月１日より「コンプライアンス管理規定」が施行されました。し
かしその後、会議開催はなく、令和４年（2022 年）12 月に漸く「第一回 コンプライアン
ス委員会」を開催しました。 

食品偽装、排ガスデータの捏造など法令に違反した結果、社会的信頼を失墜し企業存続
の危機に陥った例は珍しくありません。 

過去の事例に踏まえ、法令遵守（コンプライアンス）の徹底を計るため、会議の定期開
催を行います。 

② コンプライアンスの維持には組織規律が必要です。 

いかなる組織であれ規律は必要です。自由で平等な組織を維持するにも構成員のすべて
がルールを守ることが前提になります。 
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令和５年度（2023年度）専門部会活動計画
総務部会

時 期 内  容

既存規約の見直し

適正就業の検討

専門部会定期開催

2023年6月 総会開催

2023年11月～12月 地域班長・連絡員会議

2024年1月～2月 地域班会議

事業部会
時 期 内  容

独自事業の開拓

適正就業の検討

専門部会定期開催

2032年8月 女性部会立上げ

2023年11月～12月 職群班長会議

2024年3月 職群班会議

広報部会
時 期 内  容

町広報紙を活用し普及啓発

シルバー通信

ホームページの更新

チラシの作成

取材活動

専門部会定期開催

2023年5月 チラシの全戸配布

2023年10月 イベント企画（＋体力測定）年2回予定

2023年11月 ３駅クリーン作戦

2024年3月 日帰りバス旅行

通 年

通 年

通 年

－34－



令和５年度（2023年度）専門部会活動計画

安全適正就業委員会 （適正就業は全体で討議）
時 期 内  容

安全パトロール（随時）

安全就業及び適正就業の徹底

「安全のしおり」の点検

専門部会定期開催

2023年5月 「安全だより」発行

2023年6月 フレイル講習

2023年10月 「安全だより」発行

2024年2月 刈払機安全講習会

「安全だより」発行

植木剪定講習会

編集委員会
時 期 内  容

2023年4月 シルバー通信50号発行

2023年7月 シルバー通信51号発行

2023年11月 シルバー通信52号発行

2024年1月 シルバー通信53号発行

2024年3月

通 年
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    令和５年度年間活動計画（案）
時 期 活動内容

コンプライアンス委員会

合同部会

各専門委員会

「シルバー通信」発行

入会説明会

監査会

理事会

チラシの全戸配布

各専門委員会

「安全だより」発行

入会説明会

定期総会

フレイル講習

中長期計画実行委員会

各専門委員会

入会説明会

理事会

各専門委員会

チラシの全戸配布

「シルバー通信」発行

入会説明会

中長期計画実行委員会

各専門委員会

女性部会立上げ

入会説明会

理事会

各専門委員会

入会説明会

2023年4月

2023年6月

2023年7月

2023年8月

2023年9月

2023年5月
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    令和５年度年間活動計画（案）
中長期計画実行委員会

各専門委員会

イベント（＋体力計測）

「安全だより」発行

入会説明会

理事会

各専門委員会

「シルバー通信」発行

３駅クリーン作戦

入会説明会

コンプライアンス委員会

合同部会

地域班長連絡員会議

職群班長会議

各専門委員会

入会説明会

理事会

各専門委員会

地域班会議

シルバー通信発行

入会説明会

中長期計画実行委員会

地域班会議

各専門委員会

刈払機安全講習

入会説明会

理事会

職群班会議

各専門委員会

「安全だより」発行

植木剪定講習会

日帰りバス旅行

入会説明会

2024年3月

2023年10月

2023年11月

2023年12月

2024年1月

2024年2月
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職業分類別就業実績 （2022年度） （2021年度）

職業分類 内容 全国平均 宮代町

専門・技術 講師・翻訳・通訳など 0.7% 0.1%
事務 一般事務・経理事務など 3.0% 0.6%
販売 店番・販売員など 1.3%

サービス
建物管理、広報配布、福祉・家事援
助、育児、会館管理など

27.2% 18.1%

農林漁業 植木の剪定、農業支援、花の手入れ 8.1% 22.7%

生産工程
衣類リフォーム、刃物研ぎ、チップ・
堆肥作り、表具・表層など

3.1% 0.7%

運送・機運転 自動車の運転など 1.3%
建設・採掘 家具修理、内装工事など 0.3% 0.4%
運搬・清掃・包装等 屋内外清掃、除草、カート整理など 53.6% 57.5%
保安 1.4%

100.0% 100.0%

宮代町 職業分類別就業実績 令和３年度( 2021年度） 実績額（円） 比率
専門・技術 講師・翻訳・通訳など 60,910 0.1%
事務 一般事務・経理事務など 501,148 0.6%
販売 店番・販売員など 0.0%

サービス
建物管理、広報配布、福祉・家事援
助、育児、会館管理など

16,339,952 18.1%

農林漁業 植木の剪定、農業支援、花の手入れ 20,575,252 22.7%

生産工程
衣類リフォーム、刃物研ぎ、チップ・
堆肥作り、表具・表層など

595,610 0.7%

運送・機運転 自動車の運転など 0.0%
建設・採掘 家具修理、内装工事など 343,170 0.4%
運搬・清掃・包装等 屋内外清掃、除草、カート整理など 52,080,177 57.5%

90,496,219 100.0%

全国平均

専門・技術 事務
販売 サービス
農林漁業 生産工程
運送・機運転 建設・採掘
運搬・清掃・包装等 保安

宮代町

専門・技術 事務
販売 サービス
農林漁業 生産工程
運送・機運転 建設・採掘
運搬・清掃・包装等 保安
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顧客別比率
2021年度 2021年度

全国平均（億円） 比率 宮代町（千円） 比率
公共 1,053 34.5% 22,682 19.8%
一般企業 1,458 47.7% 55,969 48.7%
個人・家庭 528 17.3% 36,043 31.4%
独自事業 15 0.5% 115 0.1%

3,054 100.0% 114,809 100.0%

0.0%
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年齢別会員数
全国平均 2021年度末

男 比率 女 比率 計 比率
80歳以上 73,099 16.1% 31,682 13.6% 104,781 15.3%
75歳～79歳 122,214 27.0% 58,788 25.2% 181,002 26.4%
70歳～74歳 168,058 37.1% 88,053 37.7% 256,111 37.3%
65歳～69歳 75,751 16.7% 42,844 18.3% 118,595 17.3%
60歳～64歳 13,756 3.0% 12,002 5.1% 25,758 3.8%
60未満 196 0.0% 208 0.1% 404 0.1%

453,074 100.0% 233,577 100.0% 686,652 100.0%
80歳代 73,099 16.1% 31,682 7.0% 104,781 15.3%
70歳代 290,272 64.1% 146,841 32.4% 437,113 63.7%
60歳代 89,703 19.8% 55,054 12.2% 144,757 21.1%
男女比 66.0% 34.0%

宮代町 2022年度1月
男 比率 女 比率 計 比率

80歳以上 34 26.4% 10 19.6% 44 24.5%
75歳～79歳 38 29.5% 19 37.3% 57 31.7%
70歳～74歳 38 29.5% 13 25.5% 51 28.3%
65歳～69歳 18 14.0% 7 13.7% 25 13.9%
60歳～64歳 1 0.8% 2 3.9% 3 1.7%
60未満 0.0% 0.0% 0 0.0%

129 100.0% 51 100.0% 181 100.0%
80歳代 34 26.4% 10 19.6% 44 24.3%
70歳代 76 58.9% 32 62.7% 108 59.7%
60歳代 19 14.7% 9 17.6% 28 15.5%
男女比 71.3% 28.2%

全国男女比
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－40－



Ⅰ一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（Ⅰ）経常収益

①事業収益 117,734,000 113,000,000 4,734,000

受託事業収益 117,734,000 113,000,000 4,734,000

受取配分金 91,800,000 90,000,000 1,800,000

受取材料費等 14,000,000 14,000,000 0

受取事務費 11,934,000 9,000,000 2,934,000

②独自事業収益 391,485 151,000 240,485

受取配分金 340,000 115,000 225,000

受取材料費等 17,400 25,000 △ 7,600

受取事務費 34,085 11,000 23,085

③労働者派遣事業等受託収益 480,000 480,000 0

受取労働者派遣事業等受託収益 480,000 480,000 0

④職業紹介事業受託収益 1,000 1,000 0

職業紹介事業受託収益 1,000 1,000 0

⑤受取介護報酬 1,000 1,000 0

受取介護報酬 1,000 1,000 0

⑥受取委託費 17,116,000 17,116,000 0

受取委託費 17,116,000 17,116,000 0

⑦受取会費 800,000 800,000 0

正会員受取会費 800,000 800,000 0

⑧受取補助金等 13,000,000 13,000,000 0

受取連合交付金 6,500,000 6,500,000 0

受取町補助金 6,500,000 6,500,000 0

⑨特定資産運用収益 1,000 1,000 0

特定資産運用受取利息 1,000 1,000 0

⑩雑収益 2,000 2,000 0

受取利息 1,000 1,000 0

雑収益 1,000 1,000 0

経常収益計 149,526,485 144,552,000 4,974,485

0

0

（２）経常費用 0

①事業費 147,204,700 142,019,900 5,184,800

支払配分金 91,800,000 90,000,000 1,800,000

支払材料費等 8,500,000 8,500,000 0

独自事業配分金 340,000 115,000 225,000

独自事業材料費等 17,000 25,000 △ 8,000

役員報酬 298,200 298,200 0

職員基本給 2,397,000 2,397,000 0

職員特別手当 399,500 399,500 0

職員諸手当 33,600 33,600 0

超過勤務手当 173,400 173,400 0

令和5年度　公益社団法人宮代町シルバー人材センター収支予算書
令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

（単位：円）

科　　　　　目 当年度予算額 前年度予算額 増減
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（単位：円）

科　　　　　目 当年度予算額 前年度予算額 増減

法定福利費 477,700 477,700 0

退職金掛金 204,000 204,000 0

福利厚生費 13,600 13,600 0

常勤職員賃金 4,743,000 4,233,000 510,000

常勤職員特別手当 790,500 0 790,500

非常勤職員賃金 2,342,600 2,771,300 △ 428,700

非常勤職員特別手当 595,000 595,000 0

非常勤職員諸手当 122,400 122,400 0

非常勤職員超過勤務手当 141,950 141,950 0

非常勤法定福利費 1,034,450 1,034,450 0

非常勤職員福利厚生費 34,000 34,000 0

臨時雇用賃金 4,156,000 3,991,000 165,000

役員等旅費交通費 310,000 156,000 154,000

什器備品費 165,700 165,700 0

消耗品費 1,161,000 982,000 179,000

修繕費 960,800 960,800 0

保険料 1,646,400 1,374,600 271,800

通信運搬費 559,200 559,200 0

租税公課 1,602,000 684,000 918,000

組織活動助成費 358,000 358,000 0

諸謝金 29,800 29,800 0

教材費 5,000 5,000 0

委託費 18,364,000 17,755,800 608,200

印刷製本費 147,000 147,000 0

光熱水料費 96,000 96,000 0

賃借料 2,261,200 2,261,200 0

支払手数料 136,500 136,500 0

減価償却費 632,000 632,000 0

支払負担金 154,700 154,700 0

雑費 1,500 1,500 0

②管理費 3,393,500 2,893,600 499,900

人件費 643,200 643,200 0

職員基本給 423,000 423,000 0

職員特別手当 70,500 70,500 0

職員諸手当 14,400 14,400 0

超過勤務手当 30,600 30,600 0

法定福利費 84,300 84,300 0

退職金掛金 18,000 18,000 0

福利厚生費 2,400 2,400 0

一般運営費 2,750,300 2,250,400 499,900

常勤職員賃金 837,000 747,000 90,000

常勤職員特別手当 139,500 70,500 69,000

非常勤職員賃金 413,400 142,700 270,700
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（単位：円）

科　　　　　目 当年度予算額 前年度予算額 増減

非常勤職員特別手当 105,000 105,000 0

非常勤超過勤務手当 25,050 25,050 0

非常勤法定福利費 182,550 182,550 0

非常勤福利厚生費 6,000 6,000 0

職員諸手当 21,600 21,600 0

退職掛金 18,000 18,000 0

役員報酬 127,800 127,800 0

会議費 500 500 0

役員等旅費交通費 0 0 0

消耗品費 24,000 24,000 0

通信運搬費 4,800 4,800 0

賃借料 362,800 362,800 0

委託費 274,200 274,200 0

支払負担金 66,300 66,300 0

印刷製本費 18,000 18,000 0

支払手数料 58,500 58,500 0

諸謝金 1,200 1,200 0

修繕費 200 200 0

光熱水料費 24,000 24,000 0

保険料 39,400 39,400 0

雑費 500 500 0

　経常費用計 150,598,200 144,857,000 5,741,200

　　　当期経常増減額 △ 1,071,715 △ 305,000 △ 766,715

２．経常外増減の部

（１）経常外収益 0 0 0

　経常外収益計 0 0 0

（２）経常外経費 0 0 0

　経常外費用計 0 0 0

　　　当期経常外増減額 0 0 0

　　　当期一般正味財産増減額 △ 1,071,715 △ 305,000 △ 766,715

　　　一般正味財産期首残額 8,357,830 8,662,830 △ 305,000

　　　一般正味財産期末残額 7,286,115 8,357,830 △ 1,071,715

Ⅱ指定正味財産増減の部

　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　　　指定正味財産期首残高 0 0 0

　　　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ正味財産期末残高 7,286,115 8,357,830 △ 1,071,715
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Ⅰ一般正味財産増減の部

１．経常増減の部

（Ⅰ）経常収益

①事業収益 114,740,500 2,993,500 117,734,000

受託事業収益 114,740,500 2,993,500 117,734,000

受取配分金 91,800,000 91,800,000

受取材料費等 14,000,000 14,000,000

受取事務費 8,940,500 2,993,500 11,934,000

②独自事業収益 391,485 391,485

受取配分金 340,000 340,000

受取材料費等 17,400 17,400

受取事務費 34,085 34,085

③労働者派遣事業等受託収益 480,000 480,000

受取労働者派遣事業等受託収益 480,000 480,000

④職業紹介事業受託収益 1,000 1,000

職業紹介事業受託収益 1,000 1,000

⑤受取介護報酬 1,000 1,000

受取介護報酬 1,000 1,000

⑥受取委託費 17,116,000 17,116,000

受取委託費 17,116,000 17,116,000

⑦受取会費 400,000 400,000 800,000

正会員受取会費 400,000 400,000 800,000

⑧受取補助金等 13,000,000 13,000,000

受取連合交付金 6,500,000 6,500,000

受取町補助金 6,500,000 6,500,000

⑨特定資産運用収益 1,000 1,000

特定資産運用受取利息 1,000 1,000

⑩雑収益 2,000 2,000

受取利息 1,000 1,000

雑収益 1,000 1,000

経常収益計 146,132,985 3,393,500 149,526,485

（２）経常費用

①事業費 147,204,700 147,204,700

支払配分金 91,800,000 91,800,000

支払材料費等 8,500,000 8,500,000

独自事業配分金 340,000 340,000

独自事業材料費等 17,000 17,000

役員報酬 298,200 298,200

職員基本給 2,397,000 2,397,000

職員特別手当 399,500 399,500

職員諸手当 33,600 33,600

令和5年度　公益社団法人宮代町シルバー人材センター収支予算書内訳表
令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

（単位：円）

科　　　　　目
公益目的事業会計

公1
法人会計 合計
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（単位：円）

科　　　　　目
公益目的事業会計

公1
法人会計 合計

超過勤務手当 173,400 173,400

法定福利費 477,700 477,700

退職金掛金 204,000 204,000

福利厚生費 13,600 13,600

常勤職員賃金 4,743,000 4,743,000

常勤職員特別手当 790,500 790,500

非常勤職員賃金 2,342,600 2,342,600

非常勤職員特別手当 595,000 595,000

非常勤職員諸手当 122,400 122,400

非常勤職員超過勤務手当 141,950 141,950

非常勤法定福利費 1,034,450 1,034,450

非常勤職員福利厚生費 34,000 34,000

臨時雇用賃金 4,156,000 4,156,000

役員等旅費交通費 310,000 310,000

什器備品費 165,700 165,700

消耗品費 1,161,000 1,161,000

修繕費 960,800 960,800

保険料 1,646,400 1,646,400

通信運搬費 559,200 559,200

租税公課 1,602,000 1,602,000

組織活動助成費 358,000 358,000

諸謝金 29,800 29,800

教材費 5,000 5,000

委託費 18,364,000 18,364,000

印刷製本費 147,000 147,000

光熱水料費 96,000 96,000

賃借料 2,261,200 2,261,200

支払手数料 136,500 136,500

減価償却費 632,000 632,000

支払負担金 154,700 154,700

雑費 1,500 1,500

②管理費 3,393,500 3,393,500

人件費 643,200 643,200

職員基本給 423,000 423,000

職員特別手当 70,500 70,500

職員諸手当 14,400 14,400

超過勤務手当 30,600 30,600

法定福利費 84,300 84,300

退職金掛金 18,000 18,000

福利厚生費 2,400 2,400

一般運営費 2,750,300 2,750,300

常勤職員賃金 837,000 837,000

常勤職員特別手当 139,500 139,500

非常勤職員賃金 413,400 413,400
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（単位：円）

科　　　　　目
公益目的事業会計

公1
法人会計 合計

非常勤職員特別手当 105,000 105,000

非常勤超過勤務手当 25,050 25,050

非常勤法定福利費 182,550 182,550

非常勤福利厚生費 6,000 6,000

職員諸手当 21,600 21,600

退職掛金 18,000 18,000

役員報酬 127,800 127,800

会議費 500 500

役員等旅費交通費 0 0

消耗品費 24,000 24,000

通信運搬費 4,800 4,800

賃借料 362,800 362,800

委託費 274,200 274,200

支払負担金 66,300 66,300

印刷製本費 18,000 18,000

支払手数料 58,500 58,500

諸謝金 1,200 1,200

修繕費 200 200

光熱水料費 24,000 24,000

保険料 39,400 39,400

雑費 500 500

　経常費用計 147,204,700 3,393,500 150,598,200

　　　当期経常増減額 △ 1,071,715 0 △ 1,071,715

２．経常外増減の部

（１）経常外収益 0 0 0

　経常外収益計 0 0 0

（２）経常外経費 0 0 0

　経常外費用計 0 0 0

　　　当期経常外増減額 0 0 0

　　　当期一般正味財産増減額 △ 1,071,715 △ 1,071,715

　　　一般正味財産期首残額 8,357,830 8,357,830

　　　一般正味財産期末残額 7,286,115 7,286,115

Ⅱ指定正味財産増減の部

　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0

　　　指定正味財産期首残高 0 0 0

　　　指定正味財産期末残高 0 0 0

Ⅲ正味財産期末残高 7,286,115 0 7,286,115
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安全心得 
 

（１）健康には、常に注意し、健康な状態で就業すること。 

（２）仕事の前日は、十分睡眠をとるよう心がけること。 

（３）作業は、安全第一を心がけ、いそいだりあわてたり
しないこと。 

（４）器具類は、使用する前に必ず点検すること。 

（５）服装・履物等は、作業に合った動きやすいものにす
ること。 

（６）作業前には、軽い柔軟体操をして体をほぐすこと。 

（７）加齢による諸機能の低下を十分に認識し、無理をし
ないこと  

（８）作業現場は、常に整理整頓を心がけること。 

（９）共同作業では、合図、連絡を正確に行うこと。 

（１０）往復の途上にあっては、交通事故に気をつけるこ
と。 



 

 

 

 

 

 
 
 

 


